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言
葉
の
力 

 

、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
サ
ー
マ
ル
タ
ン
ク
の
新
洋
技
研
の
大
辻
で
す
。
今
年
も
健
や
か
で
好
い

事
が
た
く
さ
ん
皆
様
に
お
と
ず
れ
ま
す
よ
う
に
！ 

 

さ
て
、
今
回
の
題
名
は
「
言
葉
の
力
」。
誰
し
も
が
一
度
や
二
度
、
自
分
の
発
し
た
言
葉
が
本
当
に
な
っ
た
、
そ
し
て
、

明
る
い
気
分
の
と
き
は
好
い
事
が
、
暗
い
気
分
の
と
き
は
好
く
な
い
こ
と
が
起
き
や
す
い
と
い
う
経
験
を
持
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

私
も
次
か
ら
次
へ
と
難
問
ば
か
り
が
降
り
か
か
り
、
一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
こ
の
状
況
か
ら
抜
け
出
せ
る
の
だ
ろ
う
？
と

暗
澹
た
る
思
い
で
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
時
は
思
考
も
言
葉
も
マ
イ
ナ
ス
だ
ら
け
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す

ね
。
で
、
ま
た
良
く
な
い
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
。
ま
さ
に
デ
ビ
ル
ス
パ
イ
ラ
ル
状
態
！ 

 

け
れ
ど
、
あ
る
方
の
「
大
丈
夫
だ
よ
、
必
ず
良
く
な
る
！
」
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
、
何
と
か
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
難

問
に
向
き
合
い
少
し
づ
つ
で
す
が
、
ク
リ
ア
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
言
葉
の
力
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
そ
の
当
時
よ
り
は
よ
っ
ぽ
ど
マ
シ
か
な
・
・
・
。
） 

振
り
返
っ
て
み
る
に
「
好
い
こ
と
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も
結
局
は
自
分
が
引
き
寄
せ
て
い
る
の
か
な
ぁ
」
と
・
・
。 

よ
く
好
い
事
が
続
く
と
「
そ
ん
な
に
続
く
わ
け
が
な
い
」
と
か
「
何
か
好
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考

え
が
ち
な
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
と
き
は
「
も
っ
と
好
く
な
る
」
と
、
逆
に
そ
う
で
な
い
と
き
は
「
こ
れ
か
ら
好
く
な
る
」

と
、
ち
ょ
っ
と
能
天
気
な
く
ら
い
に
思
い
、
そ
れ
を
口
に
出
し
た
ほ
う
が
ど
う
も
良
い
よ
う
で
す
。 

な
ど
と
言
っ
て
い
る
私
も
実
際
は
日
々
不
安
と
の
闘
い
で
、
つ
い
つ
い
好
く
な
い
言
葉
を
発
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
度
に
思
い
返
し
て
い
る
し
だ
い
で
す
。 

今
年
の
通
信
に
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
く
３
ヶ
月
カ
レ
ン
ダ
ー
は
「
心
に
残
る
名
言
集
」
で
す
。
好
き
思
念
、
好
き
言
葉
を

持
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

やはり猛禽尾白鷲 
技術営業部 佐藤 弘 

冬、カモなどの訪れと共に、それを追ってワシ・タカなど

の猛禽が北からやってくる。大形のオジロワシもそんな一種

だ。これ迄の本種の印象は、広い水面を見渡す高木の枝で日

がなボケーッとしている様に見えて、実は悠然と辺りを見下

ろしてどれを狙うか、弱ったカモはいないか一羽一羽の挙動

を観察中と言ったところだ。 
 本種の動きは機敏とか速いなどの表現とは程遠い。だか

ら、スピードでは敵わないハヤブサにパニクるカモ達も、本

種に対しては余裕充分に避難する。それに、冬場の鯉は水底

に潜んでいる。あいつ何を食って生きているのか、おおかた

カラス追っ払って餌ァ横取りしているんじゃないの？など

と仲間達と言いたい放題の、ワシに聞こえたら襲われかねな

い悪口雑言をほざいていた。 
 ある日の勉強会で様々な調査研究の発表後、ビデオが披露

された。これがたいそう衝撃的な場面なので、心優しく心臓

があまり丈夫でない方は心してこの先をお読み頂きたい。 
映像は、本種が水面近くで意外と器用に停空飛翔（空中の

一点に止まる事＝ホバリング）するところから始まった。息

継ぎに水面に浮上したのはマガモの雄。潜水ガモではない

が、ハヤブサの急襲をかわす時には潜ることもある。真上で

待ち構えていたワシは、カモを鷲掴みに押えこみ水中に沈め

た。ワシはいつから水鳥になった？そんな状態が暫く続い

た。重くなったカモを掴んだワシは水面から飛立てず、バタ

フライ泳法で根気よく水を掻き枯れアシの陰に獲物を運ん

だ。映像はここで終り、見終わって暫く会場は静まりかえっ

ていた。あのマガモは被弾して弱っていたと思う。健全なら

飛んで逃げる。 
この凄惨な野生の営みを残酷とは思わない。縄文人レベル

の原始狩猟本能を満たす愉しみにやる、釣りと言う（釣った

魚は食うから無益ではないにしろ）殺生を止めない私が残酷

であって、ハンターと五十歩百歩、いや同列だろう。それに

しても、絶滅危惧種のあのワシが鉛の散弾を呑み込んでいな

いか気掛かりだ。 



       

        

                             

                  
第 15 話 

 取締役会長 大辻 英郎 
富士は日本一の山。上越新幹線で大宮辺りからの遠望。 

きりっと聳える姿にも優しさを湛えている富士山。東海道新

幹線三島の辺りでは雲の中、残念と思っていたら富士駅の手

前で六合目から頂上まで真っ白に輝いていた。 
日本一であるからこそ尊く美しい。その雄姿に憧れを感じし

ばし目を閉じていました。富士山のイメージを日本の文化に

感じている人も多いのではないかと思います。 
日本食がひろがっている。それに伴って日本酒も飲まれて

いる。輸出量がこのところ急に伸びていることは関係者の努

力が実ってきたと思うが、やはり美味しい日本酒造りを行な

ってきたから時を得て伸びている事が最大の要素と思うがい

かがでしょうか。 
日本一の酒造りを目指しておれば、もっともっと増えてい

くと思います。醸造の技術が世界を救う日 
もやがて来るのではないか。 
正道を歩んでいれば、必ず良き日 
を迎えると思ってます。 
当社も日本一の酒づくりを目指しておられる皆さんの為に、

バックアップ日本一を夢みています。 
 
 
良き年であります様に心から祈念申し上げます。 

次号へつづく

新洋技研工業株式会社 URL＝http://www.shinyo.co.jp  e-mail=info30@shinyo.co.jp 

                
生産資材主任 島貫 修一 

 
 
週の始まりは日曜日か月曜日かで友人達と論争になった。 

論争といっても柿を食べながらのおしゃべりだが、事の発端は私が来年のカレンダーを持

ち込み、それが月曜日から始まる様式だったことから。日曜日派を代表するグレッチェン

と元校長先生の意見は、普通のカレンダーは日曜始まりでそれが習慣になっているのだか

ら、スケジュール手帳が月曜始まりだと混乱して間違えてしまうとのこと。確かに英語で

は曜日を数えるときは日曜日からだ。 
それに対して月曜日派は、月曜朝に目が覚めたとき週が始まると感じるのが自然だし、5

日間働いて 2 日間休む生活のリズムに合っていると主張。更にドイツに行ったとき向こう

のカレンダーは月曜始まりだったとか、ロシアも同じだったいう体験話しも出て来た。私

自身も月曜日派でカレンダーは月曜始まりだけ買っているし（もらい物は別）、争い？の原

因となったカレンダーはフランス製で、フランス語では曜日は月曜日から数える。 
わいわい言い合った結果自分の好きな方を選べば良いとの結論になったが、接客業で土

日は仕事で休めない人の場合は、火曜始まりや水曜始まりになるかもしれない。 

一代目 阿部（新潟市） 

昨年７月に新潟市の繁華街「古町」にオープンした「一代目 阿部」 
月々のコースでは一品ごとに合うお酒を提供してくれます。 
そして最後は一皿に盛った幾種類かの酒の肴で気に入ったお酒をゆっくり 
と楽しむことができます。 
女性客も多く、お店の料理人たちと気さくに酒談義などしながら楽しむ姿が見ら

れます。料理には定評のあるお店でもお酒は、となると、ただ有名どころの大吟醸

クラスだけが置いてあるだけだったり、殆ど選べず（特に燗酒）保存状態も良くな

く飲んで残念な思いをすることが多いので、こんな感じのお店がもっと増えて欲し

いなと願っています。 
 


